
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 
わたしと一緒に考えましょう。 
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☆この会は尾川悦子の活動に賛同し「応援する会」として 
     猪名川町をよりよくしていきたいと願う人の集まりです。 

Vol. 2  H15.8.31 

おがわ えつこ 

 自然あふれる「心のふるさと」猪名川町 

  里山の自然を守り、「ふるさと」として安らぎのある町にしよう。 

  住む人たちが夢を創造できる機会や場所のある町にしよう。 

 住民のネットワークがある町 猪名川町 

  住民・議会・行政の情報伝達がスムーズにできるように自治協働企画ネットをつくろう。 

  環境・福祉・教育などの各分野の関係者が連携をとり、町税の有効活用を提案しよう。 

 住民と協働する議員のいる町 猪名川町 

  協働と共有意識をもち、町民に開かれた議会をつくろう。 

応援する会からのメッセージ 

町への要望を１００人に聞けば、きっと１００通りの要望が返ってきます。でも、全てに
満足できる答えは、役場も議会も出せないはずです。 
 それならどうしたらいいのでしょうか。当然、その状況下で最も良い方法を模索し、場合によって

は譲り合いも必要です。そして大切なのは、その方向を決める「人」です。個人でそれが出来ないと

なれば、問題解決として最も有効な手段は、町にとって適切な「人」を選び出す事です。要望への対

応は事が進んでいくうちに新しい課題が生じたり、変化もします。それらに対して臨機応変に対応で

きる人でないといけません。そういう人材をこの町は必要としています。例えば、高齢化や福祉
問題にしても、そこだけに力を注げば他から不満も出るし、協働とか参画といっても多くの人は具体

的にどう動いていいのかわからないのではないでしょうか。さらに町の自然を大切にといって山や川

を見ているだけでは維持や活用はできません。これらを考えて、町の動きや事情を良く把握し、柔軟

な発想もできる「人」が前に立って進むのがいいまちづくりの方向だと考えます。 
私たちはそのために、この会をつくり尾川悦子を応援していきますので、ぜひご参加ください。 

 

 

 

 

 
 

 
 


